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再
版
に
あ
た
っ

て

本
編
は
昭
和
四
十
二
年
度
よ
り
刊
行
さ
れ
た
、
松
本
市
所
在
の
国
・
県
・
市
の
指
定
文
化
財
の
調
査
集
録
の
中
の
一
編
で
、

特
は
国
宝
松
本
城
天
守
を
は
じ
め
と
し
て
国
指
定
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
集
録
し
、
関
係
各
機
関
等
へ
配
布
し
て
そ
の
周
知

を
図
る
と
共
に
文
化
財
保
護
顕
彰
の
基
本
資
料
と
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
一
部
に
内
容
の
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
た

び
修
正
の
上
再
版
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
こ
の
集
録
を
文
化
財
の
基
礎
調
書
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
は
、
郷
土
の
歴
史
の
理
解
、
及

び
文
化
財
愛
護
の
意
識
の
高
揚
又
、
一
般
教
養
に
資
す
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

尚
本
集
録
に
は
、
史
跡
一
件
、
国
宝
一
件
、
重
要
文
化
財
六
件
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

松
本
市
教
育
長

赤

羽

昭
和
五
十
五
年
三
月
一
日
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一

指
定
項
目

更
∴
跡

松

本

城

松
本
城
跡
(
本
九
・
二
の
丸
の
一
部
・
三
の
丸
の
堀
の
一
都
)
昭
和
五
牢
一
一
月
一
九
日
指
定
、
同
四
五
年
惣

堀
追
加
指
定

二

指
定
範
囲
と
所
在
地

旧
松
本
城
の
本
丸
と
二
の
丸
の
一
部
で
広
さ
七
五
、
〇
四
二
・
七
六
平
方
米

二
の
丸
の
大
部
分
は
松
本
市
の
中
央
公
開
で
造
園
さ
れ
、
一
部
に
松
本
市
立
博
物
館
が
あ
る
。
追
加
指
定
の
惣

堀
の
一
都
は
松
本
市
役
所
新
庁
舎
の
東
側
で
あ
る
。

所
在
地

松
本
苗
丸
の
内
四
の
一

三

所
有
者
ま
た
は
管
理
者

図
・
長
野
県
・
松
本
布
・
外

四

由
緒
・
来
歴

松
本
城
の
地
は
中
位
の
終
り
頃
ま
で
は
深
意
と
呼
ば
れ
、
こ
の
地
を
領
し
た
小
笠
原
氏
の
一
族
で
あ
る
坂
西
氏
に
よ
り
城

館
が
営
ま
れ
た
が
、
永
正
元
年
(
一
五
〇
四
)
同
じ
く
小
笠
原
氏
の
一
族
鳥
立
貞
永
に
よ
り
平
城
と
し
て
構
築
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

島
立
氏
二
代
の
あ
と
ま
た
坂
田
氏
の
所
有
と
な
り
、
天
文
一
九
年
武
田
晴
信
の
進
攻
に
よ
り
林
の
大
域
(
小
笠
原
氏
の
本
城
)
と
と
も
に
落

ち
て
い
る
。
武
田
氏
は
直
ち
に
深
志
城
を
武
田
流
の
城
館
に
構
築
し
、
そ
の
規
模
を
拡
げ
、
申
信
濃
制
圧
の
拠
点
と
し
、
安
曇
・
筑
摩
の
残

敵
を
掃
討
し
、
東
・
北
信
進
出
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。
以
後
三
〇
余
年
間
武
田
氏
の
勢
力
下
に
あ
り
、
馬
場
信
房
・
信
奉
父
子
を
は
じ
め
武

田
方
の
有
力
武
将
が
、
そ
の
城
代
を
つ
と
め
て
い
る
。
大
正
一
〇
年
三
月
武
田
勝
頼
の
滅
亡
、
六
月
織
田
信
長
の
自
殺
に
よ
り
天
下
は
再
び

争
乱
の
巷
と
化
し
た
が
、
深
志
城
も
そ
の
渦
中
に
捲
き
こ
ま
れ
、
武
田
に
替
わ
る
木
曾
氏
(
信
長
に
加
封
さ
れ
た
)
、
木
曾
氏
を
追
っ
た
上

杉
氏
(
景
勝
)
の
手
に
情
し
、
七
月
に
は
武
田
氏
に
よ
り
こ
の
地
を
放
逐
さ
れ
た
小
笠
原
長
持
の
子
貞
慶
が
、
徳
川
家
康
の
援
助
に
よ
り
入

信
、
深
志
城
を
回
復
し
て
い
る
。
回
復
後
貞
慶
は
か
つ
て
の
支
域
で
あ
っ
た
深
志
城
を
本
城
と
し
、
/
戒
名
を
松
本
城
と
改
め
た
。
貞
慶
が
深



志
城
を
本
城
と
し
て
か
ら
は
、
城
館
の
規
模
構
造
が
、
坂
西
民
時
代
よ
り
も
、
・
武
田
氏
占
領
の
時
代
よ
り
も
一
層
大
規
模
に
な
っ
て
い
た
こ

と
は
新
し
い
平
城
時
代
へ
政
治
・
経
済
を
中
心
と
す
る
城
這
移
行
す
る
時
代
の
勢
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
○
天
正
一
八
年
豊
臣
秀
吉
が
小

田
原
の
北
条
氏
を
亡
は
す
に
あ
た
り
、
事
後
の
処
置
と
し
て
徳
川
系
の
大
名
の
関
東
移
封
が
強
行
さ
れ
、
小
笠
原
貞
慶
は
古
河
に
移
さ
れ
、

萎
口
服
心
の
石
川
数
正
(
吉
輝
)
が
八
万
石
で
入
封
、
子
康
長
と
と
も
に
二
代
二
〇
余
年
在
賎
し
本
丸
中
に
五
層
六
階
の
天
守
を
製
造
し
た

こ
と
は
衆
知
の
如
く
で
あ
る
。
数
正
は
入
封
後
三
年
で
死
し
、
康
長
が
後
を
つ
ぐ
が
:
」
の
問
に
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
の
役
、
関
が
原
の
役
が

法
り
、
そ
の
間
に
お
け
る
城
郭
の
構
築
は
大
変
で
あ
っ
た
が
、
兎
に
角
石
川
氏
は
近
代
城
郭
と
し
て
の
松
本
城
を
完
成
さ
せ
、
城
下
町
の
規

模
を
も
肇
え
た
。
康
長
は
大
久
保
長
安
の
事
件
に
座
し
、
大
坂
の
役
の
起
こ
る
前
年
の
慶
長
十
八
年
に
改
易
さ
れ
た
○
そ
の
後
家
康
に
よ
り

小
笠
原
秀
政
が
八
万
着
で
入
封
、
元
和
元
年
の
大
坂
夏
の
役
に
戦
死
、
つ
い
で
戸
田
慶
長
が
七
万
石
で
入
封
二
代
で
移
封
後
、
松
平
直
政
七

万
着
の
入
封
が
あ
り
:
」
の
特
大
天
守
に
月
見
櫓
が
増
築
さ
れ
た
。
直
政
は
一
.
代
で
増
封
移
転
、
つ
ぎ
に
堀
田
正
盛
が
一
〇
万
万
で
入
封
し

た
が
、
幕
閣
に
列
し
た
大
物
で
あ
る
た
め
五
年
で
佐
倉
に
移
封
、
松
本
に
対
し
て
は
見
る
べ
き
施
策
は
な
か
っ
た
○
つ
き
に
水
野
息
溝
が
七

万
右
で
入
封
し
六
代
八
〇
余
年
城
主
と
な
り
、
寛
文
-
元
禄
-
享
保
等
江
戸
幕
府
中
期
の
充
実
期
を
治
め
た
○
享
保
一
〇
年
水
野
家
の
改
易

に
よ
り
、
戸
田
光
慈
(
戸
田
康
長
の
子
孫
)
が
祖
先
ゆ
か
り
の
地
に
復
帰
し
、
六
万
石
で
入
封
以
後
九
代
九
〇
余
年
こ
の
地
を
治
め
、
明
治

廃
藩
に
際
し
て
旧
城
地
を
明
治
政
府
に
返
還
し
た
。
政
府
は
二
の
丸
の
一
部
、
三
の
丸
の
ほ
と
ん
ど
を
民
間
に
払
い
下
げ
、
本
丸
と
二
の
丸

の
一
部
を
保
有
し
た
。
明
治
四
年
筑
摩
県
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
二
の
丸
御
殿
(
大
書
院
)
跡
に
筑
摩
県
庁
を
置
き
、
明
治
一
八
年
松
本
中

学
校
(
現
松
本
深
志
高
等
学
校
)
が
、
同
じ
く
二
の
丸
の
古
山
寺
御
殿
跡
か
ら
そ
の
西
部
に
建
築
さ
れ
、
本
丸
御
殿
(
享
保
一
二
年
焼
失
)

跡
は
松
本
中
学
校
の
校
庭
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
一
〇
年
松
本
中
学
校
の
蟻
ケ
崎
移
転
に
よ
り
城
地
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
松
本

市
の
中
央
公
園
と
さ
れ
、
筑
摩
県
庁
跡
に
は
裁
判
所
が
残
さ
れ
た
が
昭
和
五
十
三
年
八
月
は
は
こ
れ
も
撤
去
・
移
転
し
た
。

即
ち
こ
の
地
域
は
、
明
治
廃
城
に
際
し
、
城
内
の
建
造
物
は
天
守
一
連
の
建
物
を
除
き
、
す
べ
て
撤
去
さ
れ
、
石
垣
・
堀
を
残
す
の
み
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
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史 跡 松本城指定地域図 (昭利弱年3月現在)
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五

現
状

本
丸
内
に
は
昭
和
三
五
年
復
元
黒
門
が
完
成
し
、
楼
上
に
全
国
城
郭
写
真
を
蜃
示
し
、
藩
政
古
文
書
資
料
が
保
有
さ
れ
て
お
り
、

松
本
城
管
理
事
務
所
と
、
付
属
売
店
、
入
場
券
売
場
、
二
ヶ
所
の
便
所
が
あ
り
、
旧
本
丸
御
殿
跡
は
一
面
の
青
芝
と
し
、
御
殿
敷
地
の
跡
を

古
瓦
で
区
画
し
、
そ
の
規
模
を
明
確
に
し
て
あ
る
。
石
壇
上
の
樹
木
は
樺
を
主
と
し
一
部
に
松
を
植
え
て
あ
る
。
二
の
丸
の
裁
判
所
跡
は
、

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
中
で
あ
り
、
古
山
寺
御
殿
(
戸
田
家
時
代
城
主
の
邸
宅
)
跡
に
は
、
松
本
中
学
校
移
転
後
、
松
本
市
立
図
書
館
・
松

本
市
立
博
物
館
・
丸
の
内
中
学
校
等
が
置
か
れ
た
後
、
財
団
法
人
日
本
民
俗
資
料
館
が
建
て
ら
れ
、
松
本
市
立
博
物
館
の
収
蔵
庫
と
と
も
に

あ
る
。
石
垣
の
復
元
は
二
の
丸
東
部
の
入
口
太
鼓
門
の
南
部
と
北
部
が
昭
和
四
五
年
度
ま
で
に
完
成
し
、
松
本
市
中
央
公
園
の
植
込
み
は
旧

の
ま
ま
、
西
方
は
休
憩
所
が
あ
る
。
二
の
丸
外
の
堀
は
石
垣
の
な
い
土
塁
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
民
俗
資
料
館
の
南
と
京
の
部

分
に
は
新
し
く
石
垣
が
積
ま
れ
(
現
代
風
)
わ
ず
か
に
裁
判
所
前
の
堀
に
旧
土
塁
の
姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
本
丸
の
大
堀
に
続
く
北
都

に
は
、
も
と
埋
み
橋
と
も
足
駄
橋
と
も
云
わ
れ
だ
簡
素
な
橋
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
朱
塗
り
の
勾
欄
を
も
つ
橋
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
北
の
島

に
あ
る
若
宮
八
幡
社
と
稲
荷
神
社
は
三
の
丸
の
松
本
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
。
も
と
若
宮
神
社
跡
は
深
志
城
の
築
城
者
と
伝
え
ら
れ

る
島
立
右
近
貞
永
を
そ
の
子
貞
政
が
祖
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
廃
城
に
際
し
、
神
社
が
移
さ
れ
た
際
、
旧
戸
田
家
の
家
臣

ら
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
共
済
機
関
斉
産
社
の
事
務
所
の
建
物
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
二
年
撤
去
さ
れ
跡
地
の
み
が
残
さ
れ
て
い

る
。

六

価
値

松
本
城
の
城
地
は
中
世
・
近
世
に
か
け
て
地
方
豪
族
の
城
館
が
置
か
れ
、
歴
史
的
な
変
遷
も
多
彩
で
、
単
に
近
世
城
郭
と
し
て
ば

か
り
で
な
く
、
中
世
・
古
代
に
さ
か
の
ぼ
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
歴
史
的
な
価
値
は
商
い
が
、
明
治
以
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
方

の
政
治
了
文
教
の
発
祥
地
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
旧
時
に
復
元
し
保
有
す
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

七

保
存
状
態

現
在
の
と
こ
ろ
指
定
地
域
内
の
保
存
は
よ
い
が
、
さ
ら
に
復
元
保
存
が
望
ま
し
く
、
地
蔵
清
水
付
近
の
旧
土
居
跡
の
追
加
指

定
も
望
ま
し
い
。
ま
た
地
域
外
の
風
致
に
対
し
て
も
常
に
注
意
し
、
史
跡
指
定
区
域
の
環
境
保
全
に
一
層
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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国

宝

松

本

城

天

守

一

指
定
項
目

二

指
定
範
囲
と
所
在
地

三

所
有
者
ま
た
は
管
理
者

四

由
緒
子
来
歴

国
宝
松
本
城
天
守

昭
和
二
七
年
三
月
二
九
日
国
宝
指
定

旧
松
本
城
本
丸
内
の
大
天
守
・
渡
櫓
・
乾
小
天
守
・
辰
巳
付
櫓
・
月
見
櫓
の
五
件
の
建
造
物
を
指
す
。

所
有
者
は
文
部
省
、
筒
理
者
は
松
本
市

松
本
城
天
守
一
連
の
蓮
造
物
は
松
本
城
本
丸
内
の
最
も
重
要
な
建
造
物
の
一
つ
で
あ
る
。
城
の
天
守
は
戦
国
時

代
の
末
か
ら
江
戸
時
代
の
初
期
に
か
け
て
急
に
流
行
し
各
地
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
松
本
城
の
場
合
は
、
天
正
一
八
年
豊
臣
秀
吉
に

よ
り
こ
の
地
に
封
せ
ら
れ
た
石
川
伯
寄
守
(
出
雲
守
)
数
正
と
そ
の
子
玄
番
頭
康
長
の
二
代
に
わ
た
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

築
城
の
経
過
等
に
つ
い
て
は
石
川
康
長
が
徳
用
家
康
の
代
に
改
易
さ
れ
、
資
料
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
か
っ
た
た
め
詳
ら
か
で
な
い
が
、
膚
手

の
年
月
に
つ
い
て
は
、
大
正
一
八
年
入
封
即
時
薄
手
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
文
禄
元
年
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
役
出
兵
の
頃
と
も
考
え
切
れ
な

い
。
そ
の
理
由
は
、
他
の
信
州
大
名
同
様
兵
を
率
い
て
朝
鮮
役
の
本
陣
で
あ
る
九
州
の
名
護
屋
の
秀
吉
の
本
営
に
待
機
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
第
二
次
朝
鮮
の
役
に
際
し
て
は
、
秀
吉
系
の
信
州
大
名
は
す
べ
て
出
兵
を
解
か
れ
領
国
の
経
営
に
力
を
つ
く
し
た
の
で
、
慶
長

二
年
第
二
次
朝
鮮
出
兵
の
年
次
に
お
い
て
本
格
的
な
構
築
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

完
成
の
時
期
に
つ
い
て
は
軽
々
考
え
方
が
あ
る
が
、
月
見
櫓
を
国
宝
指
定
建
造
物
の
重
要
な
要
素
と
考
え
る
と
き
は
、
そ
の
建
造
が
松
平
出

羽
守
直
政
が
入
封
し
在
職
し
た
寛
永
一
〇
年
か
ら
同
一
五
年
の
闇
に
完
成
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
を
完
成
期
と
す
る
考
え
も
立
つ

が
:
主
体
で
あ
る
大
天
守
以
下
の
建
物
が
関
ケ
陳
役
以
前
の
様
式
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
通
常
に
は
擾
長
初
年
の
完
成
が
至
当
で
あ
る
と
の

説
が
多
い
。
但
し
天
守
建
造
物
以
外
の
城
全
体
と
し
て
は
、
石
川
氏
が
擾
長
一
八
年
改
易
の
際
、
ま
だ
二
の
丸
の
城
の
石
垣
が
未
完
成
で
あ

っ
た
と
の
史
料
も
あ
る
の
で
、
な
お
松
本
城
の
構
築
は
長
く
続
け
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
.

0



席上上松本城天守正面

つ
ぎ
に
天
守
構
築
に
隠
し
、
普
請
(
土
工
)
や
作
事
(

建
造
物
)
の
縄
張
り
(
設
計
)
の
責
任
者
、
実
施
者
に

つ
い
て
も
確
実
な
資
料
に
乏
し
く
明
記
で
き
な
い
が
、

当
地
方
と
し
て
は
前
代
未
聞
の
城
郭
建
築
の
実
施
で
あ

る
の
で
有
用
氏
が
担
当
者
と
し
て
、
先
進
地
(
近
江
・

大
和
・
山
城
・
摂
津
)
か
ら
求
め
て
き
た
、
石
工
・
大

工
・
瓦
師
等
と
、
在
地
の
人
々
と
の
合
作
と
し
て
出
来

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

地
方
の
伝
承
と
し
て
は
、
天
守
の
縄
張
は
細
萱
河
内
守

良
知
説
(
布
地
の
豪
族
小
笠
原
遺
臣
)
大
工
棟
梁
は
木

下
長
兵
衛
説
が
、
江
戸
時
代
か
ら
流
布
さ
れ
て
き
た
が

根
本
的
資
料
に
乏
し
く
伝
説
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。

築
造
さ
れ
た
天
守
一
連
の
建
造
物
は
、
そ
の
後
し
ば
し

ば
修
理
さ
れ
た
が
、
そ
の
具
体
的
例
証
と
し
て
昭
和
二

五
年
解
体
修
理
の
際
発
見
さ
れ
た
瓦
や
柱
、
続
の
心
木

の
墨
書
、
能
書
き
等
に
よ
れ
ば
、
享
保
一
〇
年
(
一
七

二
五
)
、
延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
、
宝
暦
八
年
(
一

七
五
八
)
、
文
化
九
年
(
一
八
一
二
)
、
天
保
一
二
年

(
一
八
四
一
)
、
天
保
≡
卒
(
一
八
四
二
)
、
天
保



高
年
(
一
八
四
三
)
等
が
み
ら
れ
る
。
毒
破
損
の
多
い
の
は
屋
根
の
瓦
で
あ
る
が
前
話
の
大
部
分
は
屋
根
瓦
の
萬
蕾
に
よ
る
も
の
で
、

最
も
規
模
の
大
き
か
っ
た
の
は
天
保
一
四
年
の
修
理
で
あ
る
○

そ
の
後
大
天
守
の
本
体
が
三
・
四
暦
日
か
ら
大
幅
に
北
に
傾
い
た
の
は
明
治
三
〇
年
代
で
、
明
治
三
六
竺
〇
月
か
ら
大
正
二
年
(
一
九

三
)
茎
る
ー
〇
年
間
の
歳
月
を
要
し
、
そ
の
形
容
を
整
え
た
。
そ
の
後
昭
和
五
年
本
丸
・
二
の
丸
一
帯
が
文
部
省
の
指
賓
跡
と
な
り

翌
年
そ
の
竃
が
松
本
中
学
校
か
ら
松
本
市
に
著
さ
れ
、
つ
い
で
昭
和
一
一
年
(
-
九
三
六
)
四
月
天
守
窪
物
は
旧
国
宝
藷
定
さ
れ

同
二
牽
か
ら
は
松
本
城
天
守
の
画
期
的
な
解
体
修
理
で
国
費
・
県
費
・
市
費
等
六
、
五
〇
〇
万
円
で
昭
和
三
〇
年
三
月
完
成
し
た
の
で

五
現
状
磐
城
天
守
-
連
の
霊
物
は
、
昭
和
の
解
体
修
理
に
よ
り
、
そ
の
基
礎
・
石
垣
・
窪
物
本
体
・
屋
根
瓦
等
ま
で
立
派
蒜
強

さ
れ
、
併
せ
て
防
災
の
施
設
も
整
う
等
全
く
そ
の
面
目
を
ー
新
し
た
。
解
体
修
理
時
に
お
け
る
関
係
建
造
物
の
寸
法
等
は
、
次
の
如
く
で
あ

る
。

建大乾渡辰月合

物

天

守

天

守櫓

己

付

櫓

見

櫓計

高

さ

二
九
・
四
米

一
六
・
八
米

二
÷
○
米

一
四
・
七
米

一
一
・
一
米

床

面

積

二
六
七
・
一
平
方
米

七
四
・
七
平
方
米

三
九
・
六
平
方
米

二
八
・
九
平
方
米

三
五
・
五
平
方
米

四
四
五
・
八
平
方
米

延

床

面

積

一
、
〇
五
〇
・
五
平
方
米

一
九
九
・
二
平
方
米

七
九
・
二
平
方
米

五
七
・
八
平
方
米

七
一
・
一
平
方
米

一
、
四
五
七
・
八
平
方
米

2

松
本
城
は
南
面
の
城
で
あ
る
が
、
本
丸
の
中
の
天
守
は
本
丸
広
場
の
嵩
隅
に
位
置
し
東
面
し
て
い
る
。
城
門
は
大
天
守
の
北
龍
小
天
守

と
の
間
の
渡
櫓
の
下
に
あ
り
、
観
覧
通
路
は
そ
こ
か
ら
乾
小
天
守
山
猿
櫓
←
大
天
守
一
階
1
ハ
階
下
っ
て
雷
付
櫓
二
階
上
階
←
月
見
櫓



←
大
天
守
一
階
←
出
口
と
な
る
が
、
混
雑
す
る
と
き
は
月
見
櫓
の
地
階
か
ら
月
見
櫓
下
の
城
門
を
開
い
て
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
天

守
最
上
階
の
屋
根
は
被
風
を
南
北
に
向
け
、
四
暦
日
の
屋
根
の
中
央
に
大
き
な
千
鳥
破
風
を
持
ち
、
南
北
に
各
大
き
な
唐
破
風
を
持
っ
て
い

る
が
、
乾
の
小
天
守
と
辰
巳
の
付
櫓
は
屋
根
の
破
風
を
正
面
に
向
け
、
大
天
守
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
大
天
守
と
乾
小
天
守
に
は
各
々
棟
に

鱗
瓦
を
置
い
て
あ
る
が
辰
巳
付
櫓
と
月
見
櫓
に
は
無
い
。
月
見
櫓
は
破
風
の
な
い
寄
棟
で
東
方
を
正
面
と
し
、
月
の
出
を
望
む
に
ふ
さ
わ
し

/

ヽ

°

な
お
天
守
の
背
面
は
大
堀
に
全
景
を
映
し
趣
が
深
い
。
以
上
天
守
一
連
の
建
造
物
そ
の
も
の
は
よ
く
整
備
さ
れ
.
て
い
る
。

六

価
値
∴
松
本
城
天
守
の
文
化
的
な
価
値
は
第
一
に
我
が
国
最
古
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
三
層
天
守
と
し
て
柴
田
勝
豊
築
造
と
い
う

丸
岡
城
も
天
正
年
間
の
も
の
・
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
五
層
六
階
の
大
天
守
と
し
て
は
問
題
な
く
我
が
国
最
古
で
、
古
い
様
式
を
各
処
に
も
っ

て
い
る
。
石
垣
が
低
く
か
つ
野
石
積
み
で
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
な
の
も
そ
の
特
徴
で
あ
り
、
柱
が
二
階
ご
と
の
通
し
で
あ
る
こ
と
、
千
鳥
破
風

や
唐
破
風
の
小
い
こ
と
も
そ
の
特
徴
で
あ
る
。

●

第
二
に
そ
の
構
成
の
上
で
複
合
・
連
結
式
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
、
後
世
の
補
足
と
は
云
え
月
見
櫓
も
備
え
て
い
る
こ
と
。

第
三
に
は
地
下
の
基
盤
構
造
の
上
に
、
後
世
の
兵
書
に
も
あ
る
よ
う
な
松
丸
太
の
使
用
を
し
、
天
守
台
の
下
に
も
、
そ
の
基
盤
か
ら
天
守

の
重
量
を
支
え
る
た
め
の
支
柱
を
も
っ
て
い
る
こ
と
等
古
い
割
合
に
当
時
と
し
て
は
最
も
新
し
い
技
法
を
も
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
我
が
国
の
天
守
構
造
物
の
変
化
は
、
天
下
分
目
の
関
が
原
役
を
中
心
に
大
き
く
変
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
松
本
城
は
そ
の
前
者
に
属

し
、
名
古
屋
城
、
姫
路
城
等
と
は
は
る
か
に
違
い
、
御
殿
風
の
要
素
は
少
な
く
戦
国
期
の
余
風
が
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
で
我
が
国

天
守
建
造
物
の
沿
革
を
知
る
た
め
の
重
要
資
料
で
あ
り
、
松
本
地
方
と
し
て
は
、
当
時
の
建
築
技
術
の
実
際
を
残
す
も
の
と
し
て
参
考
と
な

る
も
の
が
多
い
。

七

保
存
状
態

昭
和
三
〇
年
解
体
修
理
実
施
に
伴
な
い
防
災
施
設
も
完
備
に
近
く
、
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
年
々
入
城
見
学
の
人
々
が

多
く
な
る
の
で
、
最
盛
期
に
は
巡
視
の
係
員
を
増
す
等
不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
る
。

3



一

指
定
項
目

重
要
文
化
財

筑

轄

神

社

本

殿

二

所
在
地

三

所
有
者
ま
た
は
管
理
者

四

由
緒
来
歴

雄
勝
神
社
本
殿

昭
和
正
幸
五
月
二
三

日
指
定

松
本
市
大
字
筑
摩
二
、
九
七
三

算
麿
神
社

林

克
三

筑
摩
神
社
は
古
来
か
ら
こ
の
地
に
鎮
座

し
た
地
方
の
大
社
で
筑
摩
八
幡
宮
と
か
国
府
八
滴
宮
の
名
で
呼
ば
れ

て
き
た
。
八
幡
宮
の
杜
号
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ち
祭
神
は

中
央
の
′
誉
田
別
辞
(
応
禍
天
室
)
。
左
方
の
気
長
足
姫
命
(
神
功
塞

后
)
・
右
方
の
多
紀
理
姫
命
・
狭
霧
姫
命
・
多
岐
津
姫
命
の
三
神
で

あ
る
と
ぎ
れ
た
が
、
鎮
座
の
古
代
に
は
水
の
神
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
中
世
と
な
っ
て
小
笠
陳
氏
が
算
摩
郡
に
は
い
り
松
本
誼
井
川
に

城
館
を
構
え
た
り
、
林
に
山
城
を
築
く
よ
う
に
な
る
と
、
源
氏
の
守

護
神
と
し
て
、
小
笠
原
氏
か
㌦
厚
い
信
仰
を
受
け
た
。
括
走
物
件
の

本
殿
は
松
本
小
笠
煉
中
興
の
奥
ま
と
い
わ
れ
る
政
康
が
永
事
一
一
年

秋
建
築
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
数
次
の
補
修
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
室
町
時
代
の
手
法
を
各
所
に
残
し
、
昭
和
五
年
に
は
文
部
省

釣 摩 神 社 全 景
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昇り勾欄の殿本
●

●

十
人
半袖摩筑

の
調
査
の
結
果
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
文
化
財
保
護
法
の
公
布
に
よ
り
、
国
宝
を
解
除
さ
れ
現
在
は

重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
筑
摩
神
社
は
こ
の
本
殿
を
中
心
に
玉

垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
前
方
(
南
)
に
桃
山
時
代
蓮
進
の
拝
殿
を
も
ち

宝
蔵
・
頼
殿
・
舞
殿
・
旧
同
社
別
当
安
義
幸
の
鐘
楼
・
神
門
・
鳥
居

等
一
連
の
建
造
物
を
も
っ
て
い
る
。
桂
城
は
東
西
一
〇
〇
問
(
一
八

二
米
)
、
南
北
六
六
間
(
一
二
〇
米
)
と
い
わ
れ
そ
の
大
門
は
遠
く

南
に
伸
び
筑
摩
部
落
の
中
を
走
っ
て
い
る
。

中
世
に
国
府
八
幡
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
平
安
朝
の
は
じ
め
に
信
濃

の
国
府
が
筑
摩
郡
内
に
お
か
れ
た
か
ら
で
、
国
府
の
所
在
地
に
近
い

と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
生
じ
た
も
の
で
、
別
当
安
曇
寺
の
鐘
銘
に
も

そ
の
記
銘
が
あ
る
。
(
な
お
そ
れ
ら
の
明
細
は
、
「
松
本
市
の
文
化

財
第
二
集
」
該
当
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
)

五

現
状

国
宝
指
定
当
時
の
調
査
に
よ
る
と
本
殿
は
三
間
社
流
れ
遠

で
、
当
地
方
の
神
社
建
築
の
中
で
は
最
大
で
あ
る
。
軒
は
二
重
の
繁

杷
木
、
屋
根
は
ゆ
る
い
曲
線
の
楠
葺
で
あ
る
。
正
面
の
階
段
は
四
段

で
、
昇
り
勾
欄
が
あ
る
。
階
段
を
上
る
と
勾
欄
は
左
右
に
の
び
北
部

の
脇
障
子
で
止
ま
っ
て
い
る
。
本
社
殿
の
道
立
時
は
杜
伝
に
「
永
事

十
一
年
軍
二
月
再
肇
と
あ
る
こ
と
か
ら
当
時
の
造
築
と
判
定
さ

5



れ
た
が
、
江
戸
時
代
と
な
っ
て
先
知
二
年
小
笠
原
息
政
(
誘
致
の
子
)
、
同
車

松
丸
記
銘
の
標
札
に
「
宝
殿
修
造
」
、
と
あ
り
、
寛
永
十
九
年
堀
田
加
賀
守
正

盛
の
時
の
も
の
に
「
宝
殿
再
造
」
、
宝
永
五
年
水
野
氏
の
代
に
「
本
社
上
茸
」

の
記
銘
が
み
ら
れ
る
の
で
永
享
再
建
以
来
数
次
の
修
理
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
各
所
に
再
建
時
代
の
特
色
が
出
て
い
る
の
で
、
室
町
時
代
の
代
表

的
な
神
社
建
築
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
松
本
市
と
し
て
は
最
古

の
建
造
物
で
あ
る
。
室
町
時

代
の
様
式
の
顕
著
な
も
の
は

ま
ず
向
拝
・
妻
節
の
斗
楳
及

び
蝦
虹
染
筆
で
あ
る
。
そ
の

他
昇
勾
欄
の
擬
宝
珠
の
形
態

ま
た
、
そ
の
漆
箔
仕
上
げ
の

手
法
、
向
拝
の
角
柱
の
面
取

り
の
広
さ
等
で
あ
る
が
、
他

に
本
殿
の
柱
の
丸
柱
で
あ
る

こ
と
、
向
拝
の
角
柱
の
上
の

三
重
の
斗
棟
な
ど
皆
そ
の
時

代
の
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
本
殿
正
面
の
扉
は
面

筑摩神社本殿の軒嚢と組物

二 間萱∃



七

開
き
の
棲
唐
戸
で
、
松
川
萎
つ
な
ぎ
の
花
挟
間
が
入
れ
ち
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
後
補
と
目
さ
れ
る
も
の
は
、
部
分
的
な
も
の
で
勾
欄
の
矛

木
、
妻
鯛
の
大
瓶
東
、
向
拝
及
び
本
殿
頭
貫
の
木
鼻
等
で
あ
る
が
、
他
に
懸
魚
、
破
風
等
で
あ
る
。
本
殿
の
斗
楳
・
手
抹
そ
の
他
彩
色
の
部

分
は
、
江
戸
時
代
の
正
徳
四
年
三
月
藩
主
水
野
忠
周
の
補
修
で
あ
り
当
初
の
も
の
で
は
な
い
。

価
値

数
少
な
い
松
本
市
の
古
代
建
築
の
中
で
最
古
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
歴
代
領
主
の
崇
敬
厚
く
、
社
殿
構
造
の
模
規
も
大
き
く
優
れ

て
い
る
の
で
旧
国
宝
建
造
物
の
位
置
に
列
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
重
要
文
化
財
に
格
下
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
当
地
方
と
し
て
は
国
宝
建
造
物

同
様
の
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

保
存
状
況

筑
摩
神
社
宮
司
・
氏
子
を
中
心
に
よ
く
環
境
保
存
も
さ
れ
、
杜
地
内
に
事
の
は
い
ら
な
い
よ
う
柵
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
昭

和
四
十
五
年
度
に
は
国
費
補
助
の
火
災
探
知
器
や
防
火
水
道
を
整
備
す
る
等
そ
の
保
護
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。
又
、
昭
和
五
十
三
年
に
は

屋
根
の
葺
替
え
工
事
が
総
工
費
六
二
〇
万
円
で
実
施
さ
れ
面
目
を
一
新
し
た
。

「
の
り



一

指
定
項
目

二

所
在
地

重
要
文
化
財

若

宮

八

幡

社

殿

若
宮
八
幡
社
殿

昭
和
二
八
年
八
月
二
九
日
指
定

松
本
市
大
字
筑
摩
(
三
才
)
三
、
二
一
〇

三

所
有
者
ま
た
は
管
理
者

若
宮
八
幡
社

四

由
緒
来
歴

若
宮
八
幡
は
筑
輝
八
幡
宮
の
若
宮
と
し
て
応
神
天
皇
の
豊
子
仁
徳
天
皇
を
紀
っ
て
あ
る
お
宮
で
あ
る
。
も
と
こ

の
地
に
旧
社
殿
が
あ
っ
た
か
、
破
損
の
あ
と
史
跡
松
本
城
二
の
丸
の
大
堀
の
島
に
あ
っ
た
若
宮
八
幡
の
社
殿
を
移
転
建
立
し
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
ろ
り

(
城
内
の
島
に
は
城
の
守
護
禍
と
し
て
若
宮
八
幡
と
稲
荷
神
社
が
枯
ら
れ
て
い
た
が
、
新
た
に
同
様
規
模
の
も
の
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
た
:
」
れ
は
現
在
城
北
の
松
本
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
て
お
り
、
時
代
は
江
戸
時
代
の
宝
暦
年
閏
の
こ
と
で
あ
る
。
)
以
上
の
出

講
に
よ
り
松
本
城
解
体
の
際
松
本
城
関
係
の
神
社
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五

現
状

松
本
城
二
の
丸
に
建
立
さ
れ
、
当
時
は
社
殿
は
西
向
き
で
あ
っ
た
が
、
三
才
に
移
さ
れ
て
か
も
は
南
向
き
と
し
て
建
て
替
え
ら
れ

た
こ
と
が
、
柱
の
符
号
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
一
問
社
流
造
り
の
簡
素
な
も
の
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
様
式
を
残
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
中

期
以
後
に
流
行
し
た
よ
う
な
装
飾
用
の
彫
物
が
な
く
す
っ
き
り
し
て
い
る
。

六

億
値

域
の
鎮
守
の
神
社
と
し
て
、
江
戸
時
代
以
綱
の
も
の
は
全
国
的
に
も
類
例
が
な
い
の
で
、
社
殿
の
規
模
は
小
さ
く
て
も
、
稀
少
価

値
が
高
い
.

8



牛

伏

寺

の

仏

像

群

一
指
定
事
項

半
休
寺
の
仏
像
(
重
要
文
化
財
)

二

所
在
地

松
本
市
大
字
内
田
二
、
五
七
三

三

所
有
者
ま
た
は
管
理
者

草
体
寺

大
谷
箱
全

四

由
緒
来
歴

半
休
寺
は
鉢
伏
山
の
山
麓
に
あ
り
、
も
と
は
中
腹
に
あ
っ
た
と
等
伝
に
あ
る
が
、
現
在
の
地
に
う
つ
っ
た
の
は
後
世
の
こ
と

で
あ
る
。
も
と
自
然
崇
拝
に
も
と
づ
く
鉢
伏
山
の
信
仰
か
ら
、
山
頂
に
蔵
王
権
現
を
本
体
と
す
る
鉢
伏
権
現
が
枯
ら
れ
、
そ
の
里
寺
的
な
も

の
が
現
在
の
半
休
寺
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
信
濃
十
六
牧
の
一
つ
で
あ
る
植
原
牧
(
中
山
)
や
北
内

こ
肥田∃

十一両観世音菩薩立緻



・
南
内
(
内
田
・
片
丘
)
の
牧
を
管
理
し
た
豪
族
を
中
心
に
、
吉
野
水
分
の
山
を
う
つ
し
た
金
室
山
牛
伏
寺
が
営
ま
れ
、
そ
の
事
域
は
山
頂

・
山
腹
・
山
麓
と
四
方
に
広
が
り
、
寿
の
小
池
方
面
に
ま
で
仏
堂
を
置
い
た
。
寺
を
開
基
、
ま
た
は
中
興
開
基
し
た
豪
族
は
、
埴
原
氏
ま
た

は
波
多
腰
氏
を
称
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
村
井
方
面
に
栄
え
た
村
井
氏
も
同
系
統
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
豪
族
退
転
後
は
、
地
域
の
人
々
の

信
仰
を
う
け
現
在
も
幸
運
隆
昌
、
地
方
の
大
事
と
し
て
多
く
の
文
化
財
を
残
し
て

い
る
。

五

現
状

1

重
要
文
化
財

日

法
重

傷自室自室面

髪

巾 顎際 顎頂

嗜

張

裾

張

光
背

金
高

光
背
身
光
巾

台
座

金
高

十
一
両
観
世
音
菩
薩
立
像

四
尺
九
寸
九
〇
(
一
・
五
一
米
)

九
寸
九
〇
(
〇
・
三
〇
米
)

五
寸
二
〇
(
〇
・
一
五
米
)

五
寸
四
〇
(
〇
・
一
六
米
)

一
尺
七
寸
○
○
(
〇
・
五
一
米
)

一
尺
一
寸
八
〇
(
〇
・
三
五
米
)

五
尺
二
寸
○
○
(
一
・
五
七
米
)

一
尺
六
寸
○
○
(
〇
・
四
八
米
)

一
尺
一
寸
七
〇
(
〇
・
三
五
米
)

目

材
質
形
状

ヒ
ノ
キ
材
、
蕎
木
造
、
彩
色
。
座
光
木
造
、
立
像
。

化
仏
付
櫓
、

天
冠
台
彫
出
。
髪
際
波
形
、
彫
眼
、
粂
晶
を
懸
け
、
裳
折
返
二

段
。
左
手
屈
嗜
、
持
物
を
握
る
形
を
し
右
手
垂
下
、
撃
を
前
に

十一両観世音菩薩台座襲銘うつし
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2

重
要
文
化
財

日

渡
量

像「
日華

′
回
は
、
第
一
、
第
三
、
第
四
靖
を
曲
げ
る
C
天
衣
は
両
肩
よ
り
懸
り
、
膝
前
に
て
二
段
に
亘
り
、
両
手
に
懸
る
。
左
膝
を

僅
か
に
ゆ
る
め
て
立
つ
。
木
奇
は
頭
部
の
両
耳
後
に
て
縦
に
矧
ぎ
、
頭
上
の
化
仏
は
付
櫓
、
骨
柄
を
も
っ
て
胴
部
を
挿
む

鉢
部
は
両
側
で
縦
に
矧
ぎ
、
前
後
一
一
枚
矧
と
し
、
両
肩
を
矧
付
け
、
左
手
肘
を
矧
ぐ
。
垂
下
す
る
天
衣
は
、
両
側
と
も
手

首
に
て
接
合
す
る
.

台
座
は
、
そ
の
蓮
肉
及
ひ
蓮
井
(
五
段
蔦
、
各
段
六
枚
)
は
当
初
の
も
の
で
敷
茄
子
、
反
花
及
び
権
は
後
補
。
光
背
は
桧

材
、
一
枚
板
を
用
い
、
二
重
円
相
。
頼
光
八
葉
付
、
宝
相
輩
透
彫
を
施
し
、
彩
色
。
欠
失
あ
り
。

不
動
明
王
立
像
(
十
一
両
観
音
脇
侍
)

李白

髪

顎際 顎頂 高

三
尺
二
寸
五
〇
(
〇
・
九
八
米
)

五
寸
九
〇
(
〇
・
一
五
米
)

四
寸
三
〇
(
〇
・
二
二
米
)

浸副書∃

不動明王立像



「
}

両

翼

入

胆

振

縄

張

光
背

会
商

光
背
身
光
巾

台
座

全
高

三
寸
八
〇
(
〇
・
二
米
)

五
寸
七
〇
(
〇
・
一
七
米
)

一
尺
五
寸
○
○
(
〇
・
四
五
米
)

九
寸
○
○
(
〇
・
二
七
米
)

五
尺
二
寸
○
○
(
一
・
五
七
米
)

一
尺
六
寸
○
○
(
〇
・
四
八
米
)

七
寸
七
〇
(
〇
・
二
三
米
)

日

材
質
形
状

立
像
。
巻
髪
、
弁
髪
左
肩
に
垂
れ
る
。
捗
馨
彫
出
、
天
地
眼
と
し
、
口
を
閉
じ
て
身
を
上
下
に
出
す
○
右
手
屈
特
、
三
銅

剣
を
執
り
、
左
手
垂
下
、
薄
紫
を
握
る
形
を
す
る
。
集
計
を
懸
け
、
裳
を
つ
け
(
折
返
し
二
段
)
、
両
足
を
や
し
開
き
、

左
足
を
僅
か
に
踏
出
し
て
立
つ
。

末
裔
は
頭
部
正
面
中
央
矧
、
首
柄
を
設
け
る
。
胴
部
も
同
様
中
央
縦
に
矧
ぎ
、
両
肩
、
手
首
、
足
先
を
矧
付
け
る
。
火
燭

光
、
透
彫
彩
色
の
光
背
を
有
し
、
一
本
造
り
の
岩
座
(
後
補
)
に
立
つ
。

3

重
要
文
化
財

毘
沙
門
天
立
像
(
十
一
両
観
音
脇
侍
)

22

日

渡
量

像

高

畠

頂

両 室白

髪

巾 顎際

二
尺
玉
寸
三
〇
(
〇
・
七
六
米
)

七
寸
五
〇
(
〇
・
二
二
米
)

三
寸
九
〇
(
〇
・
一
二
米
)

四
寸
四
〇
(
〇
・
二
二
米
)



華
∵
藁
曇
∴

舵 沙 門 天 草∴像

面

奥

五
寸
四
〇
(
〇
・
二
八
米
)

凸

材
質
形
状

立
像
、
唐
様
甲
胃
を
着
け
る
。
胃
は
刻
出
、
頂
に
宝
珠
を
附
す
。
頭
を
や
ゝ
右
方
に
傾
け
る
。
彫
眼
、
開
口
、
頗
辺
に
帯

一
筋
を
刻
出
す
、
下
着
両
袖
先
を
括
り
籠
手
を
着
け
る
。
左
手
は
高
く
挙
げ
て
宝
珠
を
捧
げ
る
形
、
右
手
垂
下
し
て
手
首

を
内
側
に
入
れ
、
持
物
を
握
る
形
を
な
す
。
袴
を
あ
ら
わ
し
、
脛
当
を
着
け
、
沓
を
窄
き
、
腰
を
や
し
右
に
捻
り
、
岩
座

に
立
つ
。

末
裔
は
頭
部
憤
及
び
背
面
に
数
筒
の
矧
木
あ
り
、
首
柄
を
以
て
胴
部
に
挿
込
む
。
胴
部
中
央
縦
に
矧
ぎ
、
両
肩
、
腎
、
手

首
を
矧
付
け
る
。
天
衣
垂
下
部
(
後
補
)
は
膜
に
て
矧
付
け
、
両
足
先
を
矧
ぐ
。
台
座
は
岩
座
、
一
木
造
(
後
補
方
座
付

)
、
光
背
は
輸
光
、
四
片
矧
ぎ
、
後
補
。

解

説

申
尊
十
一
両
観
音
は
、
円
味
の
あ
る
撫
で
肩
の
曲
線
、
表
文
の
制
式
な
ど
、
-
明
ら
か
に
藤
原
時
代
後
期
の
制
作
で
あ
る
が

そ
の
典
型
的
な
も
の
に
く
ら
べ
る
と
、
巾
広
い
面
相
や
、
一
踵
独
特
な
晦
渋
な
森
厳
さ
が
あ
り
、
密
教
的
な
趣
を
伝
え
地

?3



方
作
な
が
ら
特
異
性
を
示
し
て
い
る
。

表
文
は
、
粂
晶
や
中
央
裳
の
折
返
し
の
形
な
ど
、
通
常
の
も
の
で
あ
る
が
、
表
文
に
綾
を
設
け
て
厚
く
刻
み
、
そ
の
重
厚

な
風
が
面
相
に
通
じ
て
い
る
の
か
面
白
い
。

寄
木
の
材
は
凡
て
薄
手
で
、
特
に
背
面
に
お
い
て
薄
く
な
っ
て
い
る
。

不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
の
両
脇
侍
は
甚
だ
素
朴
な
地
方
作
風
の
も
の
で
、
制
作
は
申
尊
と
余
り
隔
た
ら
ぬ
頃
の
作
と
思
わ

れ
る
が
、
同
作
で
は
な
い
。

申
尊
十
一
両
観
音
の
光
背
は
、
造
像
当
初
の
も
の
で
、
現
在
は
二
重
円
相
の
み
を
残
し
、
周
縁
部
を
欠
く
が
、
頭
光
八
葉

の
形
と
い
い
、
身
光
部
に
残
る
宝
相
輩
透
彫
の
形
、
叉
光
脚
の
制
、
い
ず
れ
も
こ
の
頃
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。
台
座
の

敷
茄
子
、
反
花
、
二
段
権
等
は
す
べ
て
昭
和
九
年
修
理
の
際
の
新
補
で
あ
る
。
因
み
に
十
一
両
観
音
の
台
座
蓮
肉
に
墨
書

修
理
銘
が
あ
り
、
擾
長
一
七
年
三
月
六
日
、
牛
伏
寺
の
堂
舎
炎
上
の
際
、
仏
像
は
凡
て
無
事
取
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
話
し

て
あ
る
。

4

重
要
文
化
財

釈
迦
如
来
坐
像

24

日

渡
重

傷両 面 至自 室白

髪

奥 巾 顎際 顎境 南

四
尺
玉
寸
六
〇
(
一
・
三
八
米
)

一
尺
玉
寸
三
〇
(
〇
・
四
六
米
)

八
寸
九
〇
(
〇
・
二
七
米
)

九
寸
七
〇
(
〇
・
二
九
米
)

一
尺
一
寸
二
〇
(
〇
・
三
四
米
)



」
.

辛
I

‖
-膝膝膝台

座

材
質
形
状

張張高奥
会
商

坐
像
。

二
尺
八
寸
四
〇
(
〇
・
八
七
米
)

三
尺
八
寸
一
〇
(
一
・
一
五
米
)

七
寸
九
〇
(
〇
・
二
四
米
)

二
尺
三
寸
八
〇
(
〇
・
七
二
米
)

二
尺
玉
寸
○
○
(
〇
・
七
六
米
)

螺
髪
彫
出
、

白
老
に
水
晶
歌
人
(
後
補
)
。
彫
限
。
納
衣
両
肩
を
蔽
う
。
右
手
屈
常
、
掌
を
前
に
向
け
、
五
指

釈 迦 如 来 坐 像

を
軽
く
曲
げ
る
。
左
手
属
官
、
膝
上
に

婁
工
、
五
指
を
伸
す
。
左
足
外
、
結
脚

韻
坐
。
末
裔
は
頭
部
両
耳
後
に
て
縦
に

矧
ぎ
後
頭
部
中
央
を
縦
に
矧
ぐ
。
首
柄

を
以
っ
て
胴
部
に
接
合
。
躯
部
は
両
側

に
て
二
筋
縦
に
矧
ぎ
、
両
肩
を
縦
矧
、

醤
及
び
手
首
を
矧
付
、
左
袖
口
を
矧
付

け
る
。
背
面
は
縦
に
七
筋
矧
ぐ
。
腰
部

は
材
を
横
に
二
枚
矧
、
右
膝
奥
を
矧
付

裳
先
を
矧
ぐ
。
台
座
は
八
角
裳
懸
座
、

ヒ
ノ
キ
材
、
漆
箔
。
天
板
横
に
二
枚
矧

ぎ
、
懸
裳
は
数
多
の
材
を
縦
に
矧
付
、

腰
及
び
八
角
二
段
櫨
を
設
け
る
。

25



同

銘

文

像
内
背
部
に
左
の
墨
書
銘
が
あ
る
。

堂
共
修
理

中
興
修
理
信
州
国
筑
摩
郡

波
多
腰
大
和
守
清
勝
当
歳
六
十
二

次
旦
那
舎
弟
有
馬
亮
信
瀬
高
圃
五
十

堂
共
修
理
了

応
永
廿
五
年

口

口

解

説
本
像
は
堂
々
た
る
大
き
さ
で
あ
る
が
螺
髪
の
細
粒
も
よ
く
整
い
、
離
日
か
ら
髪
際
の
形
、
眉
と
両
眼
の
線
、
頬
の
輪
郭
、

肩
、
袖
衣
の
表
文
と
、
す
べ
て
が
円
味
を
失
わ
ず
、
巨
躯
に
似
合
わ
ぬ
ほ
ど
優
し
い
姿
で
あ
る
。

両
肩
の
張
り
も
な
だ
ら
か
に
、
表
文
も
両
肩
か
ら
下
腹
、
袖
、
膝
前
と
流
れ
て
流
麗
で
あ
り
、
刀
も
浅
く
彫
ら
れ
て
綾
を

高
く
設
け
る
こ
と
が
な
い
。
加
え
て
面
相
は
わ
ず
か
に
傭
轍
し
て
、
前
か
が
み
の
、
猫
背
と
い
う
に
近
い
雛
貌
と
相
応
す

る
。
切
長
の
両
眼
も
半
眼
に
優
し
く
開
い
て
、
拝
者
に
親
し
む
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
面
相
は
躯
貌
と
と
も
に
藤
原
末
の

典
型
的
な
様
式
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
定
朝
様
式
の
信
損
に
お
け
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
本
像
は
、
脇
侍
に
騎
獅
文
殊
、
騎
象
普
賢
の
両
菩
薩
を
し
た
が
え
、
三
尊
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
両
者
は
同
時
の

作
と
み
ら
れ
、
そ
の
像
容
も
大
変
す
ぐ
れ
て
い
る
。

う

重
要
文
化
財

文
珠
菩
薩
騎
獅
像
(
釈
迦
如
来
脇
侍
)

囲

‖

法
量

像
・
‥
日豊

高

二
尺
五
寸
○
○
(
〇
・
七
九
米
)

一
尺

〇
二
〇
(
〇
・
三
〇
米
)



文殊薯陛翰獅像

画
し
十
-

‖
〕
-腫脹膝台

座

奥張殻高奥
全
高

四
寸
八
〇
(
〇
・
一
四
米
)

四
寸
二
〇
(
〇
・
一
二
米
)

五
寸
六
〇
(
〇
・
一
七
米
)

一
尺
五
寸
○
○
(
〇
・
四
五
米
)

一
尺
七
寸
六
〇
(
〇
・
五
三
栄
)

四
寸
○
○
(
〇
・
一
八
米
)

一
尺
一
寸
六
〇
(
〇
・
三
五
米
)

三
尺
六
寸
二
〇
(
一
・
〇
九
米
)

-27-

目
∴
材
質
形
状

材
質
ヒ
ノ
キ
寄
木
造
。
垂
髪
、
天
冠
台
彫
出
、
彫
眼
。
鰯
衣
を
ま
と
い
、
左
手
屈
皆
、
胸
前
に
撞
き
、
右
手
廊
晒
し
て
膜

に
当
て
裳
を
つ
け
、
左
足
を
曲
げ
、
右
足
を
蓮
座
よ
り
踏
み
下
げ
る
。

末
裔
は
本
体
の
頭
、
胴
部
を
一
木
よ
り
造
り
、
側
面
に
て
縦
に
矧
ぐ
。
両
肩
、
暗
、
手
首
矧
付
。
膝
酌
は
材
を
横
に
用
い

ノ



て
胴
部
に
接
合
、
踏
み
下
げ
る
右
足
は
膝
頭
に
て
矧
ぎ
、
足
先
裳
先
を
矧
ぎ
つ
け
る
。
後
世
底
板
を
破
っ
て
像
底
を
閉
じ

る
。

台
座
は
獅
子
座
、
獅
子
の
背
に
蓮
華
、
敷
茄
子
及
び
反
花
を
置
く
。
何
れ
も
ヒ
ノ
キ
材
、
寄
木
造
、
彩
等
蓮
肉
は
厚
板

三
段
重
に
内
側
を
行
い
、
そ
の
上
に
二
枚
矧
の
天
板
を
張
る
。
達
弁
五
辺
葺
、
各
段
十
二
枚
、
敷
茄
子
一
本
造
。
反
花
は

獅
子
の
背
と
同
材
よ
り
成
田
。
獅
子
は
内
制
を
施
し
、
裔
木
造
、
彩
色
で
あ
る
。

6

重
要
文
化
財

普
賢
菩
薩
騎
象
像
(
釈
迦
如
来
脇
侍
)

法
量

像

高

自

噴

至

顎

二
尺
五
寸
六
〇
(
〇
・
七
七
米
)

一
尺
○
○
(
〇
・
三
〇
米
)

幣賢哲艦齢象像



自室画面音
-

山
照
看
。
“

膝綾

南

膝

高

台
座
会
商

五
寸
四
〇
(
〇
・
一
六
米
)

四
寸
○
○
(
〇
・
一
二
米
)

五
寸
八
〇
(
〇
・
一
七
米
)

一
尺
四
寸
四
〇
(
〇
・
四
三
米
)

一
尺
八
寸
四
〇
(
〇
・
五
五
米
)

四
寸
○
○
(
〇
・
一
二
米
)

一
尺
二
寸
二
〇
(
〇
・
三
七
米
)

三
尺
五
寸
五
〇
(
一
・
七
五
米
)

日
興
形
状

無
馨
、
天
冠
台
彫
出
、
彫
限
。
両
手
は
屈
畔
、
合
掌
、
条
吊
を
懸
け
、
裳
を
膚
げ
、
右
足
外
結
納
鉄
座
。
木
蕾
は
面
部
面

叩
後
に
て
縦
に
矧
ぎ
、
両
肩
、
嗜
、
手
首
を
矧
ぐ
。
腰
部
は
横
に
材
を
用
い
て
胴
部
に
接
合
、
裳
先
を
矧
付
け
る
。

台
座
は
象
座
、
象
背
に
蓮
華
、
敷
茄
子
、
反
花
を
撞
く
、
い
ず
れ
も
ヒ
ノ
キ
材
、
彩
色
。
蓮
肉
一
本
造
、
蓮
井
五
段
葦
、

各
段
十
二
枚
、
敷
茄
子
一
木
造
、
象
は
寄
木
造
、
内
部
、
彩
色
。

?9

7

重
要
文
化
財

仁

淀
量

像自室

薬
師
如
来
坐
像

画 室自

室

巾 顎際 顎頂

四
尺
八
寸
七
〇
(
一
・
四
七
米
)

一
尺
六
寸
二
〇
(
〇
・
五
〇
米
)

九
寸
六
〇
(
〇
・
二
九
米
)

一
尺
○
寸
五
〇
(
〇
・
三
二
米
)



膝 麒 麟 野 面

奥 嵩 張 振 興

一
尺
二
寸
三
〇
(
〇
・
三
七
米
)

∴
尺
八
寸
三
〇
(
〇
・
八
五
米
)

三
尺
九
寸
五
〇
(
一
・
一
九
米
)

八
寸
五
〇
(
〇
・
二
五
米
)

二
尺
六
寸
五
〇
(
〇
・
八
〇
米
)

十
」

薬 帥 如 来 坐 像

材
慣
形
状

ヒ
ノ
キ
材
、
寄
木
造
漆
箱
螺
髪

彫
出
、
髪
際
一
文
字
、
彫
眼
。

納
衣
左
肩
よ
り
懸
っ
て
右
稿
を

蔽
う
。
左
手
膝
上
に
薬
轟
を
載

せ
、
右
手
屈
常
、
撃
を
前
に
し

五
指
を
伸
す
。
結
脚
韻
坐
、
両

足
裏
を
露
わ
す
。

末
裔
は
頭
部
正
面
中
央
を
縦
に

矧
ぎ
、
後
頭
部
を
矧
付
け
る
。

骨
柄
を
以
っ
て
胴
部
に
接
合
、

胴
部
は
四
面
(
正
・
背
面
及
両

側
)
-
中
央
を
縦
に
矧
ぎ
、
背
面

に
添
木
一
、
両
肩
を
縦
に
矧
ぎ

左
常
よ
り
袖
口
に
か
け
て
矧
付

囲



げ
、
手
首
押
込
み
、
右
手
輯
及
手
首
を
矧
ぐ
。
膝
前
は
材
を
横
に
用
い
て
胴
部
に
接
合
、
両
側
膝
奥
を
寄
せ
、
裳
先
を
矧

付
け
る
。
台
座
は
方
座
、
ヒ
ノ
キ
材
、
隷
漆
輸
、
古
色
仕
上
(
後
輔
)
。

同
∴
酪

説

本
寺
の
釈
迦
三
尊
の
中
等
に
似
た
定
朝
様
式
で
、
製
作
年
代
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
と
思
わ
れ
る
(
藤
原
末
期
)
。
釈
迦
如
来
像

よ
り
面
相
は
や
や
大
き
く
、
表
文
の
線
も
太
目
で
、
地
方
作
的
な
様
相
は
、
釈
迦
如
来
像
に
比
し
て
強
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
方
座
は
昭
和
一
〇
年
三
月
修
理
の
際
の
後
輪
で
あ
る
。
や

8

重
要
文
化
財

大
威
徳
閉
王
蹄
牛
像

日

渡
量

陳 常 両 面 至自 室自 像

髪

巾 顎瞭 顎境 南

膝膝牛胴

奥張張詰奥高良

二
尺
九
寸
一
〇
(
〇
・
八
八
米
)

一
尺
○
寸
五
〇
(
〇
・
三
一
米
)

五
寸
二
〇
(
〇
・
一
五
米
)

四
寸
八
〇
(
〇
・
一
四
米
)

六
寸
三
〇
(
〇
・
一
七
米
)

一
尺
玉
寸
六
〇
(
〇
・
四
七
米
)

一
尺
玉
寸
七
〇
(
〇
・
四
七
米
)

三
寸
六
〇
(
〇
・
一
〇
米
)

一
尺
三
寸
八
〇
(
〇
・
四
一
米
)

一
尺
玉
寸
八
〇
(
〇
・
四
八
米
)

四
尺
一
寸
四
〇
(
一
・
二
五
米
)

3



胴

巾

一
尺
四
寸
四
〇
(
〇
・
四
三
米
)

∪

材
質
形
態

ヒ
ノ
キ
材
、
蕎
木
造
、
素
地
。
本
郷
頭
上
に
化
仏
三
両
を
頂
き
、
穴
冠
台
彫
掴
、
煙
髪
、
三
両
、
各
面
三
限
、
彫
限
。
六

博
を
有
し
、
第
一
手
同
情
合
掌
第
二
手
左
方
は
挙
げ
て
上
磐
、
五
指
を
ほ
ほ
伸
し
、
右
方
挙
げ
て
物
を
握
る
形
、
第
三

描
左
右
と
も
や
や
下
方
に
伸
し
て
持
物
を
握
る
。
粂
畠
を
懸
け
、
掌
を
措
け
、
左
一
足
を
屈
し
、
他
五
脚
を
垂
れ
て
牛
の

背
に
坐
す
。

末
裔
は
頭
上
化
仏
三
両
付
構
、
頭
部
は
左
右
両
脇
面
中
央
を
通
っ
て
縦
に
矧
ぎ
、
首
柄
を
設
け
て
胴
部
に
接
合
。
胴
部
両

側
を
縦
に
矧
ぎ
、
左
側
の
み
矧
目
二
、
両
肩
を
矧
ぎ
、
合
掌
手
の
皆
、
手
首
を
矧
ぎ
、
脇
手
は
皆
で
合
掌
手
の
肩
に
取
付

け
、
各
手
首
を
矧
ぐ
。
左
前
足
の

大威徳明王騎生傷

屈
し
た
も
の
を
除
き
他
は
膝
頭
及

び
足
先
を
矧
ぐ
。

台
座
の
牛
は
角
と
両
耳
を
立
て
、

彫
限
、
背
に
敷
鞍
を
置
き
、
四
肢

を
屈
し
て
跨
据
す
る
。
頭
部
の
両

側
を
縦
に
矧
ぎ
、
角
、
耳
を
付
構

頚
部
に
縦
矧
を
行
う
。
胴
部
は
両

側
面
に
首
か
ら
唇
に
か
け
て
通
る

矧
目
二
筋
、
背
に
一
枚
の
厚
板
を

設
け
て
両
側
の
矧
木
と
接
合
、
尾

の
付
根
を
矧
ぐ
。

32



㈹

銘

㈲

解

文

本
体
像
内
に
応
永
廿
八
年
の
修
理
銘
が
あ
る
。

説

大
威
徳
明
王
は
五
大
明
王
中
の
第
四
尊
で
三
両
、
六
常
、
六
足
、
青
牛
に
乗
り
、
忽
怒
相
を
現
わ
し
て
降
魔
を
そ
の
任
と

す
る
。
餞
軌
に
よ
れ
ば
左
右
と
も
そ
の
手
に
剣
・
戟
・
弓
箭
の
武
器
を
と
る
の
か
普
通
で
あ
る
が
、
木
像
は
忽
怒
相
も
お

だ
や
か
に
、
真
手
が
合
掌
す
る
等
本
来
の
餞
軌
に
異
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
藤
原
時
代
末
と
い
う
時
代
の
影
響
で
あ
ろ
う

ま
た
応
永
廿
八
年
修
理
の
際
、
頭
上
面
、
化
仏
等
を
誤
り
つ
け
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

(
以
上
仏
像
の
解
説
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
発
行
、
長
野
県
教
育
委
員
会
編
集
の
『
長
野
県
文
化
財
図
録
」

「
美
術
工
芸
編
」

を
参
考
と
し
た
。
)
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